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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 令和７年度第３回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 令和８年３月２３日（月） 

開 催 場 所 書面開催 

出 席 者 

出席者：森本副委員長、堀上委員、峰岸委員、近藤委員、田村委員、中村

委員（計６名） 

欠席者：諸橋委員長、渡邊委員、髙久委員（計３名） 

議 題 
議題１ 男女平等・男女共同参画に必要な考え方について 

議題２ その他 

 

結 論 
（決定した方針、残された

問題点、保留事項等を記載

する。） 

議題１について： 

各委員からいただいた意見等は、今後の参考としたい。 

議題２について： 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則として

発言順に記載し、同一内容

は一つにまとめる。） 

 

（発言者） 

◎印：委員長 

○印：委 員 

●印：事務局 

 

報告事項 令和７年度男女共同参画推進啓発事業について 

 

● 令和７年度男女共同参画推進啓発事業の実施内容及びアンケート結果

について確認いただき、意見をお願いする。 

 

○ 村山デエダラまつりでのアンケート調査では、多くの意見を回収する

ことができた。また、４色ボールペンの啓発物品も良かったと思う。ア

ンケート結果からは、性の多様性についての理解が広がっていない現状

に難しさを感じた。また、「東京都パートナ―シップ宣誓制度」の認知

度の低さも気になるところである。今後も様々な媒体を通し、市民への

啓もう活動を推進していくことが必要であると考える。 

 

○ 東京都パートナーシップ宣誓制度について、「制度があることは知っ

ているが、利用できることは知らない」と「知らない」の回答の合計が

約80%という高い数値になっていることが、制度を「必要」と答えた人

の割合の減少に対する理由であると理解できた気がする。このアンケー

トに回答したことで初めて知ったのならば、アンケートによる広報の意

義はあったと思う。自分の周りに当事者がいると答えた人は63％と多い

のに、パートナーシップ制度を「必要」と答えた人は少なくなっている

ことに、理解はまだまだ進んでいないと思わざるを得ない。この現状を

踏まえて、広報等できることを考えていかなければならないと感じた。 

 

○ アンケートの回答者は、年齢が高い傾向が見られる。これは、まつり

自体の参加者の割合でもあるので、若い世代の意識・意見を聞ける場面

もあるべきであると考える。学校や商業施設等を活用するのも手段では

ないかと思う。 

 

○ アンケートの回答者数が333人と前年度比135人増加し、多くの市民に

性の多様性について考える機会を提供できたことについては、事業目的

に沿った成果を確認できる。一方で、パートナーシップ制度に関する理

解や認知度については課題が残っており、継続的な啓発が必要と考え

る。 

  アンケート結果から見える課題としては、性の多様性に関する基礎知
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識の不足やパートナーシップ制度の認知不足等が挙げられる。また、市

民は制度面よりも日常生活における環境整備を求めていることが読み取

れる。 

  今後の啓発に向けては、基礎知識の普及及び理解の深化、パートナー

シップ制度の周知強化、世代に応じたアプローチの検討、職場・学校で

の研修体系の整備及び当事者の居場所づくりの支援を提案したい。 

本年度の事業は、市民との接点を拡大するという点で成果があった一

方、制度理解や基礎知識の普及には課題が残る。今後は、基礎知識の普

及、制度周知、職場・学校での研修、若年層へのアプローチ等、多面的

かつ継続的な啓発を進めることが重要であると考える。 

 

○ 「パートナーシップの必要性」に関する肯定的回答が前年度より減少

したことについては、意識の変化や社会状況の影響を踏まえ、丁寧に捉

える必要がある。この結果は、関心の低下に限らず、その意義が十分に

伝わっていないことや、生活場面と結びついた理解が進んでいないこと

も要因として考えられる。今後は、理念の周知に加え、家庭・地域・職

場など身近な場面における具体的なメリットや実践例を示し、誰もが自

分事として実感できる啓発を進めることが重要であると考える。 

 

議題１ 男女平等・男女共同参画に必要な考え方について 

 

● 真の男女平等・男女共同参画とはどのようなことか、男女平等や男女

共同参画を実現するためにはどのような考え方やアプローチが必要か、

課題は何か、などについて意見をお願いする。 

 

○ すぐに結果には結びつかないとしても、男女共同参画事業を展開し続

けていくことが必要である。様々な媒体で、それぞれのアプローチをし

ていかなければならない。学校教育、アンケートによる啓もう、展示、

意見書など、少しずつの変化や意識改革を目指したいと思う。 

 

○ この2、30年の間に、社会の在り方は随分と変わってきている。夫婦

共に仕事を持ち、二人で子どもを育てるという考え方が浸透してきてい

る感がある。一方で、二人で働かないと子どもも育てられないという現

実も確かにあると思う。現実は必要に迫られて変化しているが、その変

化より人の意識や制度の方が遅れているような気がする。今でも誰もが

育休を取得できる訳ではないだろうし、まだまだ家事は女性という役割

分担意識もあると思う。夫婦共に社会で活躍できること、子どもを夫婦

で協力して育てられること、それを社会が支えることを理想としてい

る。 

 

○ 会議等において、男女平等・男女共同参画と“男女”の話し合いなの

か、またジェンダーになるとその枠も関係なくなり、何を重点に考えれ

ばよいのか難しい。働き方なども含めてテーマが散らばるので、要点を

まとめてわかりやすい話し合いができればよいと思う。 

 

○ 私が考える真の男女平等・男女共同参画とは、男女を同じように扱う

ことだけではなく、性別にとらわれず、誰もが自分らしく生き方や働き

方を選び、家庭・学校・職場・地域などあらゆる場面で対等に参画でき

る社会を実現することだと考える。 

  実際には、結婚後の家事・育児や地域での役割が女性に偏りやすいと
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感じる場面が多く、固定的な性別役割分担意識の見直しに向けた意識改

革に加え、家事・育児・介護と仕事を両立しやすい環境整備が必要だと

感じる。特に、長時間労働や休暇を取得しにくい職場風土など、働き方

に起因する負担も大きいことから、企業に対して働き方の見直しや制度

の充実を促していくことが重要である。 

  また、無意識の偏見の存在や、意思決定の場における女性の参画の少

なさなど、依然として多くの課題が残されている。今後は、性別にかか

わらず誰もが能力を発揮し、自分らしく生きることができる社会の実現

に向け、意識と環境の両面から取組を進めていく必要があると感じてい

る。 

 

議題２ その他 

 

● 令和８年３月３１日をもって、本委員会委員の皆様の任期は満了とな

る。 令和６年度第１回委員会から１年余りにわたり御協力いただき、

心より感謝申し上げる。 

○ 自分自身の意識も会議とともに変化していった。また、柔軟に考える

ことの大切さを感じた。 

○ 武蔵村山市が子どもたちに誇れるまちになってくれることを願ってい

る。 

 

会 議 の 公 開 ・ 

非公開の別 

□公  開       傍聴者： － 人（書面開催のため、傍聴なし） 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 
 

 

会 議 録 の 開 示 ・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：  ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課 協働推進部 協働推進課 

（日本産業規格Ａ列４番） 

 

 


